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■はじめに 

  この計画は、本市の教育・保育施設及び放課後児童健全育成事業所について、

配置、改修、統廃合、定員など管理に関する総合的な方針を定める。 

  策定に当たっては、男鹿市公共施設等総合管理計画（平成 29 年 3 月策定）

の趣旨に従い、公共施設等の長寿命化、公共建築物の削減、公共施設等の工

事平準化を目指すこととした。 

 

１．施設の現状 

  各施設の所在、構造、規模、定員、利用人員、職員配置（臨時職員を含む。）

などは、次のとおり。 

  各施設の構造から平均的な耐用年数を想定し、男鹿市公共施設等総合管理計

画の第 3 章「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の基本方針」に示されてい

る「長寿命化の考え方」と各施設の現状に基づき考察を加えた。 

 

 

（１）幼稚園 

 

①  旧若美幼稚園（令和 3 年 3 月 31 日閉園） 

所  在 鵜木字白榎 1 定  員 －  人 

建 築 年 平成 4 年（1992 年）築 30 年 利用人員 － 人 

構  造 鉄骨造平屋建て 職員配置  － 人 

床 面 積 599.53 ㎡ 備  考  

 

  ② いづみ幼稚園（参考）（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 脇本脇本字中野 26-9 定  員  65 人 

建 築 年 平成 23 年（2011 年）築 11 年 利用人員  66 人 

構  造 木造 2 階建て 職員配置  21 人 

床 面 積 431 ㎡ 備  考 事業所内保育 
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（２）認定こども園 

 

① 船川保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 船川港船川字外ヶ沢 123-1 定  員 150 人 

建 築 年 平成 21 年（2009 年）築 13 年 利用人員 90 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 2 階建て 職員配置  35 人 

床 面 積 1,301.37 ㎡ 備  考 一時保育 

  【考察】 

    船川保育園は、建築から 13 年が経過しており、7 年後の 2029 年頃には

小規模改修が必要な状態となる可能性がある。 

 

 

（３）保育園 

 

  ① 船越保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 船越字本町 9-1 定  員 205 人 

建 築 年 平成 15 年（2003 年）築 19 年 利用人員  153 人 

構  造 木造平屋建て 職員配置  52 人 

床 面 積 1,106.96 ㎡ 備  考 一時保育 

  【考察】 

    船越保育園は、建築から 19 年が経過しており、数年後には大規模改修

が必要な状態となる可能性がある。  

 

  ② 脇本保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 脇本脇本字前野 7 定  員 100 人 

建 築 年 平成 17 年（2005 年）築 17 年 利用人員 76 人 

構  造 木造平屋建て 職員配置 31 人 

床 面 積 999.10 ㎡ 備  考 休日保育 

  【考察】 

    脇本保育園は、建築から 17 年が経過しており、3 年後の 2025 年頃には

大規模改修が必要な状態となる可能性がある。 
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③ 北浦保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 北浦北浦字鍛冶屋長根 52-2 定  員 60 人 

建 築 年 昭和 57 年（1982 年）築 40 年 利用人員 12 人 

構  造 木造平屋建て 職員配置 12 人 

床 面 積 640.12 ㎡ 備  考  

  【考察】 

    北浦保育園は、建築から 40 年が経過しており、大規模改修又は建替え

を検討する必要がある。 

 

  ④ 五里合保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 五里合神谷字下石 27 定  員 60 人 

建 築 年 平成 27 年（2015 年）改装 7 年 利用人員 11 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 2 階建て 職員配置 12 人 

床 面 積 728.61 ㎡ 備  考  

  【考察】 

    五里合保育園は、旧五里合小学校を改装した五里合市民センターに併設

されており、当分の間は小破修理程度で間に合うと考えられる。 

 

  ⑤ 若美南保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 払戸字渡部 13 定  員 90 人 

建 築 年 平成元年（1989 年）築 33 年 利用人員 58 人 

構  造 木造平屋建て 職員配置 23 人 

床 面 積 779.47 ㎡ 備  考 一時保育 

  【考察】 

    若美南保育園は、建築から 33 年が経過しており、現に大規模改修が必

要な状態となっている。 

 

  ⑥ 玉ノ池保育園（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 野石字玉ノ池 1-483 定  員 45 人 

建 築 年 昭和 58 年（1983 年）築 39 年 利用人員 9 人 

構  造 木造平屋建て 職員配置 10 人 

床 面 積 301.26 ㎡ 備  考  

  【考察】 

    玉ノ池保育園は、建築から 39 年が経過しており、大規模改修又は建替

えを検討する必要がある。 
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（４）放課後児童健全育成事業所 

   

  ① 船川児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 船川港船川字漆畑 35 定  員 40 人 

建 築 年 平成 27 年（2015 年）改装 7 年 登録人員 43 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 3 階建て 利用人員 36 人 

床 面 積 123 ㎡ 職員配置 6 人 

  【考察】 

    船川児童クラブは、船川第一小学校の校舎を使用しており、小学校の改

修や建替えと一緒に整備を図っていくべきと考える。 

 

  ② 船越児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 船越字本町 7 定  員 76 人 

建 築 年 昭和 51 年（1976 年）築 46 年 登録人員 96 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 3 階建て 利用人員 86 人 

床 面 積 126 ㎡ 職員配置 11 人 

  【考察】 

    船越児童クラブは、船越小学校の校舎を使用しており、小学校の改修や

建替えと一緒に整備を図っていくべきと考える。 

    また、登録数、利用人員ともに市内最大であり、他の児童クラブと比べ

て利用人員一人当たりの床面積が狭い状態となっている。 

     

  ③ 脇本児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 脇本脇本字上野 1-1 定  員 38 人 

建 築 年 平成 6 年（1994 年）築 28 年 登録人員 45 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 2 階建て 利用人員 41 人 

床 面 積 64 ㎡ 職員配置 5 人 

  【考察】 

    脇本児童クラブは、脇本第一小学校の校舎を使用しており、小学校の改

修や建替えと一緒に整備を図っていくべきと考える。 
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④ 北浦児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 北浦北浦表町字表町 19 定  員 40 人 

建 築 年 平成 13 年（2001 年）築 21 年 登録人員 19 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 3 階建て 利用人員 19 人 

床 面 積 70 ㎡ 職員配置  5 人 

  【考察】 

    北浦児童クラブは、北陽小学校の校舎を使用しており、小学校の改修や

建替えと一緒に整備を図っていくべきと考える。 

     

  ⑤ 五里合児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 五里合神谷字下石 27 定  員 20 人 

建 築 年 平成 27 年（2015 年）改装 7 年 登録人員 4 人 

構  造 鉄筋コンクリート造 2 階建て 利用人員  4 人 

床 面 積 63 ㎡ 職員配置  5 人 

  【考察】 

    五里合児童クラブは、旧五里合小学校を改装した五里合市民センターに

併設されており、当分の間は小破修理程度で間に合うと考えられる。 

    また、利用人員が少ないことから、統廃合を検討する必要がある。 

     

  ⑥ 払戸児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 払戸字渡部 22 定  員 38 人 

建 築 年 昭和 41 年（1966 年）築 56 年 登録人員 11 人 

構  造 鉄筋コンクリート造平屋建て 利用人員 10 人 

床 面 積 63 ㎡ 職員配置  4 人 

  【考察】 

    払戸児童クラブは、旧払戸小学校の校舎を使用しており、老朽化してい

ることから早期に施設を整備する必要性がある。 

     

  



- 6 - 

 

⑦ 美里児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 鵜木字松木境 90 定  員 40 人 

建 築 年 昭和 63 年（1988 年）築 34 年 登録人員 14 人 

構  造 鉄骨造 2 階建て 利用人員 14 人 

床 面 積 84 ㎡ 職員配置 5 人 

  【考察】 

    美里児童クラブは、美里小学校の校舎を使用しており、小学校の改修や

建替えと一緒に整備を図っていくべきと考える。 

     

  ⑧ 野石児童クラブ（令和 4 年 2 月 1 日現在） 

所  在 野石字牛沢 32 定  員 40 人 

建 築 年 平成元年（1989 年）築 33 年 登録人員  8 人 

構  造 鉄骨造 2 階建て 利用人員 6 人 

床 面 積 99 ㎡ 職員配置 4 人 

  【考察】 

    野石児童クラブは旧野石小学校の校舎を使用しており大規模改修の時期

を迎えているが、廃校であることから、改修や建替えは現実的ではない

と考える。 

    また、利用人員が少ないことから、統廃合を検討する必要がある。 

 

 

（５）地域子育て支援センター 

 

① 地域子育て支援センター 

所  在 船川港比詰字大沢田 44-4 定  員 －  人 

建 築 年 昭和 58 年（1983）築 39 年 登録人員  －  人 

構  造 鉄筋コンクリート造 2 階建て 利用人員 －  人 

床 面 積 1,938 ㎡（内 174.98 ㎡） 職員配置 3 人 

【考察】 

    地域子育て支援センターは船川北公民館内（旧船川第二小学校校舎）を

使用しているが、老朽化が著しく施設のあり方を含めた施設管理の検討

がされている。  

近年の多様化する子育て支援ニーズに応えるため、子育て支援に適し

た施設整備が必要であることから、移設を検討する必要がある。 
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２．職員の内訳と運営経費 

 

（１） 職員の内訳 

 各施設における令和 4 年 2 月 1 日現在の職員の内訳は、次のとおり。 

 

① 幼稚園、認定子ども園、保育園                     （単位：人） 

施設名 
保育士・教諭 調理員 作業手 保育

補助 

事務

補助 
計 

正 臨時 正 臨時 正 臨時 

①船川保育園 18 4 1  5 1 1 5 0 35 

②船越保育園 30 5 1  6  2 8 0 52 

③脇本保育園 14 5 1 4  1  6 0 31 

④北浦保育園 5 1 1 2  1 2 0 12 

⑤五里合保育園 5 2 1 1  1  2 0 12 

⑥若美南保育園 11 4 1 3  1 3 0 23 

⑦玉ノ池保育園 5 0 1 1  1 2 0 10 

計 88 21 7 22 1 8 28 0 175 

備考 各保育園の正職員の数は、市からの派遣職員と男鹿保育会の正職員の合計。 

 

② 放課後児童健全育成事業所                       （単位：人） 

施設名 
支援員 

（嘱託） 

支援員補助（臨時） 
計 

雇用保険加入 雇用保険なし 

①船川児童クラブ 2 2 2 6 

②船越児童クラブ 4 4 3 11 

③脇本児童クラブ 2 1 2 5 

④北浦児童クラブ 2 1 2 5 

⑤五里合児童クラブ 2   3 5 

⑥払戸児童クラブ 2 1 1 4 

⑦美里児童クラブ 2 1 2 5 

⑧野石児童クラブ 2 1 1 4 

計 18 11 16  45 

備考 支援補助員の雇用保険なしは、週 20 時間未満の勤務。 

 

③ 地域子育て支援センター                        （単位：人） 

施設名 支援員（再任用） 支援員(会計年度任用) 計 

① 地域子育て支援センター 1 2 3 
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（２） 運営経費 

 各施設の運営に係る令和 3 年 4 月 1 日現在の事業費予算は、次のとおり。 

 

① 幼稚園、認定子ども園、保育園                     （単位：円） 

施設名 人件費 光熱水費 修繕費 その他 計 

① 船川保育園 119,426,000 4,630,000 330,000 14,194,000 138,580,000 

② 船越保育園 163,461,000 3,324,000 339,000 20,896,000 188,020,000 

③ 脇本保育園 90,017,000 2,820,000 836,000 11,792,000 105,465,000 

④ 北浦保育園 40,125,000 950,000 500,000 4,837,000 46,412,000 

⑤ 五里合保育園 34,393,000 448,000 170,000 3,621,000 38,632,000 

⑥ 若美南保育園 71,083,000 2,950,000 170,000 8,379,000 82,582,000 

⑦ 玉ノ池保育園 37,853,000 591,000 170,000 3,953,000 42,567,000 

計 556,358,000 15,713,000 2,515,000 65,472,000 640,058,000 

備考 保育園の人件費は、保育会職員の実績に市職員の分を人数で案分して加えたもの。 

 

② 放課後児童健全育成事業所                       （単位：円） 

施設名 人件費 光熱水費 修繕費 その他 計 

① 船川児童クラブ 6,044,000 0 10,000 512,000 6,566,000 

② 船越児童クラブ 12,972,000 0 20,000 1,052,000 14,044,000 

③ 脇本児童クラブ 5,956,000 0 10,000 518,000 6,484,000 

④ 北浦児童クラブ 4,771,000 0 10,000 311,000 5,092,000 

⑤ 五里合児童クラブ 4,228,000 0 5,000 247,000 4,480,000 

⑥ 払戸児童クラブ 4,771,000 351,000 10,000 690,000 5,822,000 

⑦ 美里児童クラブ 4,757,000 0 10,000 371,000 5,138,000 

⑧ 野石児童クラブ 4,605,000 720,000 5,000 515,000 5,845,000 

計 48,104,000 1,071,000 80,000 4,216,000 53,471,000 

備考 児童クラブのその他（負担金等）の全体にかかるものは、施設数で案分して加えたもの。 

 

③ 地域子育て支援センター                        （単位：円） 

施設名 人件費 光熱水費 修繕費 その他 計 

① 地域子育て支援センター 6,594,000 95,000 185,000 542,000 7,416,000 
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３．児童数の見込み 

 

 ⑴ 市全体の人口推計 

   市全体の人口推計は、男鹿市人口ビジョン（平成 27 年 11 月策定）で採用

している国立社会保障・人口問題研究所の推計に基づいて、中学校区別に

推計したものを引用した。 

   また、2013 年と 2018 年の住民基本台帳のデータを基に、コーホート変化

率法により小学校区別の人口を推計し、その数値と男鹿市人口ビジョンの

数値との変化の矛盾を解消するため、小学校区別の合計の数値に補正を加

え、そこから補正率を導き出した。 

   補正及び補正率の考え方は、次のとおり。 

【補正及び補正率の考え方】 

 １ 2023 年の数値を補正する場合は、その前後の 2020 年と 2025 年の計

の数値の差に 3/5 を乗じて得た数を 2020 年の計から減ずる（2028 年

以降も同様の計算による）。 

 ２ 補正後の数値を補正前の数値で除して（補正後／補正前）補正率を

算出する。 

 

表１ 地区別将来人口推計                         （単位：人） 

地 区 2013 年 2018 年 2020 年 2023 年 2025 年 2028 年 2030 年 2033 年 

男鹿南 船一 9,232 8,206 7,743 7,146 6,873 6,096 6,032 5,095 

男鹿東 

船越 5,882 5,738  5,523  5,239  4,916 

脇一 4,625 4,180  3,730  3,260  2,795 

払戸 2,487 2,195  1,909  1,638  1,373 

小計 12,994 12,113 11,292 11,162 10,330 10,137 9,376 9,084 

男鹿北 北陽 3,674 3,069 2,930 2,518 2,540 2,012 2,169 1,567 

潟 西 

旧五里合 1,686 1,472  1,254  1,064  896 

旧鵜木 1,831 1,603  1,384  1,167  975 

旧野石 1,922 1,670  1,424  1,195  985 

小計 5,439 4,745 4,606 4,062 4,115 3,426 3,650 2,856 

合計 31,339 28,133 26,572 24,888 23,858 21,671 21,228 18,602 

補正後    24,944  22,280  19,725 

補正率(%)    100.22  102.81  106.04 
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地 区 2035 年 2038 年 2040 年 2043 年 2045 年 2048 年 2050 年 

男鹿南 船一 5,237 4,176 4,489 3,340 3,805 2,613 3,224 

男鹿東 

船越  4,581  4,240  3,887  

脇一  2,358  1,949  1,584  

払戸  1,126  906  718  

小計 8,445 8,065 7,534 7,095 6,657 6,189 5,845 

男鹿北 北陽 1,829 1,180 1,520 857 1,249 609 1,030 

潟 西 

旧五里合  743  595  460  

旧鵜木  805  648  506  

旧野石  796  624  476  

小計 3,211 2,344 2,785 1,867 2,381 1,442 2,022 

合計 18,723 15,765 16,327 13,159 14,092 10,853 12,122 

補正後  17,285  14,986  12,910  

補正率(%)  109.64  113.88  118.95  

備考 

１ 着色した列の数値は、男鹿市人口ビジョンから引用したもので、男鹿市全体で推計した数

値を地区割りしているため、端数処理の関係で合計が合わない。 

２ 着色していない列の数値は、2013 年 3 月末及び 2018 年 3 月末の住民基本台帳のデータを基

に、コーホート変化率法により推計したもの。 

３ 2033 年以降、備考１と備考２の合計に逆転がみられるため、備考２の推計には補正（上方

修正）が必要となる。 
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 ⑵ 地区別幼児施設対象者（０～５歳）数の推計 

   表１備考２による地区別の幼児施設対象者数の推計が表２であり、これに

同表備考３に基づき補正を加えたものが表３となる。 

 

表２ 地区別幼児施設対象者（０～５歳）数の推計              （単位：人） 

地 区 2013 年 2018 年 2023 年 2028 年 2033 年 2038 年 2043 年 2048 年 

男鹿南 船一 186 143 94 64 44 30 22 16 

男鹿東 

船越 301 249 218 189 174 159 144 127 

脇一 122 99 75 48 37 27 21 17 

払戸 85 63 44 28 20 16 12 10 

小計 508 411 337 265 231 202 177 154 

男鹿北 北陽 52 39 24 14 8 6 4 2 

潟 西 

旧五里合 22 19 12 7 3 2 1 0 

旧鵜木 39 28 20 15 10 8 5 2 

旧野石 39 25 18 12 8 5 2 2 

小計 100 72 50 34 21 15 8 4 

合計 846 665 505 377 304 253 211 176 

補正後   506 388 322 277 240 209 

備考 補正後の数値は、合計の数値に表１の補正率を乗じて1未満の端数を四捨五入したもの。 

 

表３ 地区別幼児施設対象者（０～５歳）数の推計（修正後）         （単位：人） 

地 区 2013 年 2018 年 2023 年 2028 年 2033 年 2038 年 2043 年 2048 年 

男鹿南 船一 186 143 94 66 47 33 25 19 

男鹿東 

船越 301 249 218 194 185 174 164 151 

脇一 122 99 75 49 39 30 24 20 

払戸 85 63 44 29 21 18 14 12 

小計 508 411 337 272 245 222 202 183 

男鹿北 北陽 52 39 24 14 8 7 5 2 

潟 西 

旧五里合 22 19 12 7 3 2 1 0 

旧鵜木 39 28 20 15 11 9 6 2 

旧野石 39 25 18 12 8 5 2 2 

小計 100 72 50 34 22 16 9 4 

合計 846 665 505 386 322 278 241 208 

備考 着色したセルは、表２の数値に表１の補正率を乗じて 1 未満の端数を四捨五入したもの

で、端数処理の関係上、表２の合計との間に誤差が生じている。 
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   表３を基に、市立の幼児施設ごとに地域を設定した場合の対象者数を表４

に表した。 

   若美幼稚園については、便宜上、旧鵜木小学校の校区を割り当てた。 

   また、参考までに 2018 年の就園率から将来の利用者数を推計したものを

表５に表した。 

 

表４ 保育園、幼稚園ごとに地域を設定した場合の対象者数の推計       （単位：人） 

施設名 2013 年 2018 年 2023 年 2028 年 2033 年 2038 年 2043 年 2048 年 

①船川保育園 186 143 94 66 47 33 25 19 

②船越保育園 301 249 218 194 185 174 164 151 

③脇本保育園 122 99 75 49 39 30 24 20 

④北浦保育園 52 39 24 14 8 7 5 2 

⑤五里合保育園 22 19 12 7 3 2 1 0 

⑥若美南保育園 85 63 44 29 21 18 14 12 

⑦若美幼稚園 39 28 20 15 11 9 6 2 

⑧玉ノ池保育園 39 25 18 12 8 5 2 2 

合計 846 665 505 386 322 278 241 208 

⑥＋⑦＋⑧ 163 116 82 56 40 32 22 16 

⑤＋⑥＋⑦＋⑧ 185 135 94 63 43 34 23 16 

備考 若美幼稚園は、便宜上旧鵜木小学校の数値を採用した。 

 

表５ 2018 年の就園率を採用した場合の園児数の推計（参考）         （単位：人） 

施設名 就園率 2018 年 2023 年 2028 年 2033 年 2038 年 2043 年 2048 年 

①船川保育園 69.93% 100 66 46 33 23 17 13 

②船越保育園 65.46% 163 143 127 121 114 107 99 

③脇本保育園 82.83% 82 62 41 32 25 20 17 

④北浦保育園 76.92% 30 18 11 6 5 4 2 

⑤五里合保育園 78.95% 15 9 6 2 2 1 0 

⑥若美南保育園 92.06% 58 41 27 19 17 13 11 

⑦若美幼稚園 85.71% 24 17 13 9 8 5 2 

⑧玉ノ池保育園 48.00% 12 9 6 4 2 1 1 

⑥＋⑦＋⑧  94 66 45 33 27 19 14 

⑤＋⑥＋⑦＋⑧  109 76 51 35 28 20 14 

備考 2023 年以降の数値は、表４の対象者数（推計値）に 2018 年の就園率を乗じたもの。 
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４．各施設に関する課題 

 

（１）幼稚園、認定子ども園及び保育園 

 

  ① 船川保育園 

  ・ 現時点で建物に関する大きな問題点はない。 

  ・ 利用者数は、10 年後に半減、20 年後にはさらに半減する見込みとなっ

ている。 

 

  ② 船越保育園 

  ・ 市内では、最も利用者数の多い保育園であり、将来的な利用者数の減少

の割合も緩やかと推計される。 

  ・ 木造であることから、3 年後の 2025 年頃をめどに大規模改修を行い、

施設の長寿命化に努める必要がある。 

 

  ③ 脇本保育園 

  ・ 将来的には、利用者数が船川保育園と逆転する可能性がある。 

  ・ 木造であることから、3 年後の 2025 年頃をめどに大規模改修を行い、

施設の長寿命化を図る必要がある。  

 

  ④ 北浦保育園 

  ・ 木造で建築後 40 年が経過していることから、大規模改修又は建替えを

検討する必要がある。 

  ・ 今後定期的に修繕し、長寿命化を図る。 

  ・ 北陽小学校の学区内では人口減少率も大きく、数年後には利用者数が

10 人を切る可能性が高い。 

 

⑤ 五里合保育園 

  ・ 現在の利用者数は 11 人であり、数年後には 10 人を切る可能性が高い。 

  ・ 現在の利用者数と職員数の割合は、職員 1 人に対し利用者数が 0.91 人

であり、効率は極めて悪い。 

 

  ⑥ 若美南保育園 

  ・ 外部の劣化が著しく、頻繁に雨漏りが発生している。また、受水槽は老

朽化により更新が必要な状態である。 

  ・ 建物全体は、現時点で大規模改修が必要な状態となっている。 
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  ・ 現在の利用者数と職員数の割合は、職員 1 人に対し利用者数が 2.52 人

であり、園児数の多い保育園（船川保育園、船越保育園及び脇本保育園）

と比較すると効率は良くない。 

 

  ⑦ 旧若美幼稚園 

  ・ 平成 30 年度に外壁の劣化が原因で雨漏りが 2 ヶ所で発生した。部分的

な修繕はしたものの、全面的な外壁改修などの検討時期となっている。 

・ 今後の利活用の状況によっては、大規模改修が必要となる可能性があ

る。 

  ・令和 3 年 3 月 31 日閉園。 

   

  ⑧ 玉ノ池保育園 

  ・ 今後、外壁の塗装工事が必要となる見込み。 

  ・ 木造で建築後 39 年が経過していることから、大規模改修又は建替えを

検討する必要がある。 

  ・ 現在の利用者数と職員数の割合は、職員 1 人に対し利用者数が 0.9 人で

あり、効率は極めて悪い。 

   

（２）放課後児童健全育成事業所 

 

  ① 船川児童クラブ 

  ・ 今後、児童数の減少から急速に利用児童が減少する懸念はあるが、現時

点では大きな問題はないと考えられる。 

 

② 船越児童クラブ 

  ・ 他の児童クラブと比べて児童一人当たりの床面積が小さい状態であるが、

今後利用者数の減少が見込まれることから、大きな問題はないと考えら

れる。 

 

  ③ 脇本児童クラブ 

  ・ 今後、児童数の減少から急速に利用児童が減少する懸念はあるが、現時

点では大きな問題はないと考えられる。 

 

  ④ 北浦児童クラブ 

  ・ 今後、児童数の減少から急速に利用児童が減少する懸念があり、小学校

の存廃と合わせてあり方を検討していくべきと考えられる。 
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⑤ 五里合児童クラブ 

  ・ 職員一人当たりの児童数が 0.80 人であり、効率は非常に悪い。 

 

  ⑥ 払戸児童クラブ 

  ・ 施設が老朽化しており、早期に整備する必要がある。 

  ・ 職員一人当たりの児童数が 2.50 人であり、効率は良くない。 

  ・ 今後、児童数の減少からさらに利用児童が減少する懸念があり、小学校

の存廃と合わせてあり方を検討していくべきと考えられる。 

 

  ⑦ 美里児童クラブ 

  ・ 職員一人当たりの児童数が 2.80 人であり、効率は良くない。 

  ・ 今後、児童数の減少からさらに利用児童が減少する懸念があり、小学校

の存廃と合わせてあり方を検討していくべきと考えられる。 

 

  ⑧ 野石児童クラブ 

  ・ 職員一人当たりの児童数が 1.50 人であり、効率は良くない。 

  

 

（３）地域子育て支援センター 

 

①  地域子育て支援センター 

  ・ 施設が老朽化しており、大規模改修が必要な状態にある。 

  ・ 安全で安心して利用できる場所への移転、多様化する子育て支援ニーズ

に応えられる施設整備が必要である。 
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５．総合的な方針 

 

（１）幼稚園、認定こども園及び保育園 

   施設の長寿命化を考慮した場合、今後 10 年以内に大規模改修が必要とな

ると見込まれる施設は、船越保育園、脇本保育園の 2 園となっている。旧若

美幼稚園は令和 3 年 3 月 31 日閉園となったが、今後の施設の再利用につい

て検討していく必要がある。 

   現在、既に大規模改修が必要な状態となっているのは若美南保育園で、北

浦保育園と玉ノ池保育園は、対応年数を考慮すると大規模改修又は建替え

を検討する必要がある。 

   利用対象者数の推計から、6 年後に利用対象者数が 20 人を切る施設は、

北浦保育園（14 人）、五里合保育園（7 人）及び玉ノ池保育園（12 人）の 3

施設となっている。 

   各施設の状況、利用対象者数の推計、保育に携わる職員の配置などを考慮

し、各施設に関する今後の方針を次のとおりとする。 

 

① 船川保育園 

    将来的には利用対象者数の減少が懸念されるが、施設がまだ新しく、6 

年後の 2028 年においては単独で施設を維持できる程度の利用対象者がい

るものと推計されることから、施設の長寿命化を図るため 2029 年をめど

に小規模改修を実施する。 

 
② 船越保育園、五里合保育園、若美南保育園、玉ノ池保育園 

船越保育園は建築から 19 年が経過し、施設自体も老朽化が進んでいる。

また、若美南保育園及び玉ノ池保育園についても施設の老朽化が進んで

いることから早期の整備が必要な状態である。 

船越保育園は、現在の場所では駐車場も狭く園児の送迎の際危険性を

伴い、また利便性も悪いことから、新たな場所においての新施設の建設

を検討する。また、玉ノ池保育園及び五里合保育園については、利用者

数が著しく減少しており、効率の面からも教育的な見地からも単独で施

設を運営することが合理的とは言えない状況であることから、4 園を統合

し船越地区に新たに認定こども園（以下、新施設という。）を建設する。 

なお、五里合保育園、玉ノ池保育園は船越地区に建設される新施設か

ら園児の送迎時間に片道 30 分程の時間を要することから、統合される若

美南保育園を含む 3 園の地域における園児に関しては、3～5 歳児につい

ては園バスの利活用並びにバスステーションの設置、0～2 歳児について
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は小規模保育事業所を開所する。 

  

③脇本保育園 

    将来的には利用対象者数の減少が懸念されるが、6 年後の 2028 年にお

いては単独で施設を維持できる程度の利用対象者がいるものと推計され

ることから、施設の長寿命化を図るため 2025 年をめどに大規模改修の実

施を検討する。 

  

④北浦保育園 

    施設は老朽化しているが、11 年後の 2033 年においては利用対象者数が

10 人を切る推計となっており、建替えは合理的ではない。 

    また、地理的に他の施設との距離が離れていることから、他の施設への

統廃合は困難と考える。 
    このことから、単独での運営を維持するため、部分改修を重ねながら施

設の長寿命化を図り、2025 年をめどに、給食を他の施設から搬入するこ

とができる小規模保育事業へと切り替えることを検討する。 

 

⑤旧若美幼稚園 

    施設は外壁や屋根等の改修が必要な状態であるが、船越保育園、五里合

保育園、若美南保育園、玉ノ池保育園の４園統合に伴う、小規模保育事

業所及び保育送迎ステーションの開設場所として整備を進める。 

 
（２）放課後児童健全育成事業所 

   放課後児童クラブの多くは小学校に併設されていることから、基本的には

小学校の改修や統廃合と合わせた運営となる。 

 

①  船川児童クラブ 

    船川児童クラブについては、併設された船川第一小学校が現状のまま存

続するうちは、これまで通り運営を続けていくこととする。 

 

②  船越児童クラブ 

    船越児童クラブについては、併設された船越小学校が現状のまま存続す

るうちは、これまで通り運営を続けていくこととする。船越小学校改修

等により、児童クラブを移設する場合には、船越保育園統合後の現有施

設の利活用等を含め、設置場所について検討する。 
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③ 脇本児童クラブ・北浦児童クラブ・美里児童クラブ 

それぞれの児童クラブについては、併設された小学校が現状のまま存

続するうちは、これまで通り運営を続けていくこととする。今後併設さ

れた小学校が統合する際は、それぞれの地区に児童クラブまたはその他

の保育環境整備を検討する。 

・北陽小学校   令和７年度以降（予定）船川第一小学校へ統合 

・脇本第一小学校 令和１２年度以降（予定）船越小学校へ統合 

・美里小学校   令和１２年度以降（予定）船越小学校へ統合 

 

  ④ 五里合児童クラブ・野石児童クラブ 

    五里合児童クラブ及び野石児童クラブについては、利用人数が減少して

おり、補助金対象外で効率の面でも問題があることから、早期に美里児

童クラブへの統廃合を検討する。 

 

  ⑤ 払戸児童クラブ 

    払戸児童クラブについては、施設の老朽化が進んでいるが、小規模修繕

を重ね、令和７年度（予定）に払戸小学校が船越小学校に統合するまで

現在の施設で運営を続ける。統合した際は、払戸地区に児童クラブまた

はその他の保育環境整備を検討する。 

    

※男鹿市立小・中学校再編整備計画に伴い放課後健全育成事業所の統合等

の時期及び場所においては変更する場合がある。 

 

（３）地域子育て支援センター 

地域子育て支援センターについては、船川北公民館内（旧船川第二小学

校校舎）を使用しているが、施設の老朽化が進行していることや利用者の

減少などの課題がある。 

今後、新たな施設整備等について検討する。 


